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３ はじめの言葉 

 
４ データ／情報を扱うセンス 

それがポイント             田原文夫 

ビッグデータ分析の専門家育成が論じられているようだ。確かに蓄積されたデータ／情

報を分析することの意味は大きい。専門家が必要だという考え方も解る。しかし、IT シス

テムへの理解はほぼ誰でもできても、データ分析となると、誰も彼もが専門家になれると

いうわけではない。第一の問題はそこにある。データ／情報を扱うセンスをどれだけ備え

ているかは大きなポイントである。 
 

 

１１ 情報社会を考える その５６ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

 情報カウンターパンチ時代 
 今や世界中の情報通信網となったインターネットも、実は軍事目的で開発されたものだ

というのは常識である。米ソ冷戦時代というか大国が一触即発の危機を抱えていた時代の

産物である。従前の通信網が心臓部とも言える部分を破壊されると通信不可能となる事態

を回避するために考案されたネットワークである。緊急避難時の通信網だけに、迂回路確

保には長けているが、逆にその弱点もある。秘密の情報交換にはまったく適していない。

早い話が、利用者の通信内容に秘密は保証されない性質のものである。 

 
 

１３ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 51        水田 浩 

オープンガバメント OG 17  工業化社会をデジタル化する 
1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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２０ 連載 アーキテクチャ論 （49） 

ソフトウェアプロダクトライン保証の課題      山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

前回は、ソフトウェアプロダクトライン手法の概要を紹介した。ソフトウェアプロダク

トラインでは、再利用資産として、要求、アーキテクチャ（設計）、コード、試験項目を

総合的に再利用する。したがって、再利用資産の安全性や信頼性を保証することが重要で

ある。本稿では、プロダクトラインエンジニアリングに基づいて、フィーチャモデルと保

証ケースを比較することにより、ソフトウェアプロダクトラインに対する保証ケースの課

題を紹介しよう。 

 
 

２８ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その４  Dr.ベスト 

 「情報と人材」をテーマにマルチ人間的に生きた 

                   あるサラリーマンの半生 

マルチ人間、スーパー人間と呼ばれてもいいほど、高度成長時代からバブル崩壊、そし

て今日に至るまで 4 回の定年退職（1 回目：企業の早期退職制度に基づく退職（52 才）、2
回目:同企業の関連会社における定年退職（60 才）、3 回目:某大学における定年退職（65
才）、4 回目:別の大学における定年退職（70 才））を経験しながらも「情報と人材」をテー

マに働き続けてきた男がいる。その男の生き方は人口減少／少子高齢化時代への挑戦に何

らかのヒントを与えることができるのではないかと思われる。その半生を「履歴書」的に

紹介させていただきたい（編集部）。 

 
 

３６ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第６６回 ポストスマホとして期待された 

ウェアラブルガジェットの実情       根本忠明 

2013 年にはポストスマホとしてウェアラブルガジェットに期待が集まり、現在まで様々

なガジェットが発表・発売されてきた。しかし、これらガジェットの多くは、世間の期待

を裏切ってきた。今回、アップル社が満を持して発売したのが Apple Watch であるが、現

時点では評価が分かれている。今回は、Apple Watch を含め、これまでのガジェットの実

情を、改めて整理してみることにしたい。 
  

 

３８ 続インテリジェンスへのいざない 64 

市場に溢れるローテク並みのハイテク製品の脅威        今井 武 

世界を席巻している PC メーカーDell も、必要部品を調達してアセンブル（組み立て）

して出荷するだけのガラージ業者がスタートだった。今の市場には、実に様々な部品製品

が溢れかえっている。首相官邸屋上に飛来したドローンもそうした部品のひとつである。 
 
 

４１ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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